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大槻能楽堂 〒540-0005 大阪市中央区上町A-７

noh-kyogen.com
TEL.06-6761-8055
【公式サイト】

助成 ： 
文化庁文化芸術振興費補助金
（舞台芸術等総合支援事業（創造団体支援））
独立行政法人日本芸術文化振興会

大阪市助成

主催 ： 公益財団法人大槻能楽堂

公演パンフレット
季刊発行予定

（詞章・あらすじ等を掲載）



入場料金

6,500 円
6,000 円
5,500 円
3,300 円

前　売
7,500 円
7,000 円
6,500 円
4,300 円

当　日

B席 2,100 円
立ち見 800円

S席
A席
B席

学生（B席）

席　種
※友の会：割引特典あり

1,100 円席数限定25歳以下（B席）U-25

チケット発売日 ※当日券は開演の1時間前より販売

 9/23 融 7/13 7/24
10/28 菅丞相 8/18 8/28

公演 友の会 一般

NHK ●
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大阪城

大阪メトロ 中央線（中央大通）

長堀鶴見緑地線（長堀通）
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国立病院
大阪医療
センター

●難波宮跡 至 森ノ宮

●ローソン

セブン-
イレブン
●

市バス 
国立病院大阪医療センター

出口

⑦出口

上町

上本町一丁目

※駐車場・駐輪場はございません。
※やむを得ぬ事情により、曲目・出演者・日程・終演予定時刻等の変
更が生じる場合がございます。あらかじめご了承くださいますよう、
お願い申し上げます。
※本公演における写真撮影及び録音・録画は固くお断りいたします。
※上演中は時計等のアラームや携帯電話の電源をお切りください。
※未就学児のご入場はご遠慮ください。

● 大槻能楽堂ホームページ（発売日10：00～）
https://noh-kyogen.com/ticket/

● 大槻能楽堂 事務局（11：00～16：00 不定休）
06-6761-8055TEL

チケットご予約・ご購入

会場 大槻能楽堂
大阪市中央区上町A番7号

●大阪メトロ谷町線・中央線「谷町四丁目」駅下車、
　⑩号出口を出て南へ約300ｍ。
　（⑪号出口にエレベーター有） 
　または谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町六丁目」駅下車、
　⑦号出口を出て北へ約350m。
　（⑦号出口にエレベーター有）
●市バス「国立病院大阪医療センター」下車南へすぐ。
※「大阪駅前」から62号系統「住吉車庫前」行き、
  「あべの橋」から62号系統「大阪駅前」行き。

夏の巻（7・8・9月公演）6月下旬発売予定
秋の巻（10・11・12月公演）10月上旬発売予定

季刊発行（詞章・あらすじを掲載）

大槻能楽堂
自主公演能パンフレット『おもて』

大槻能楽堂事務局にて（公演日当日は会場）、
1冊 1,000円（税込）で販売致します。

＊大槻能楽堂自主公演能チケット提示で、１枚につき
　1冊まで、割引価格の700円（税込）でご購入頂けます。

休　憩 休　憩

シテ 菅丞相の霊
ツレ 火雷神
ツレ 火雷神
ワキ 比叡山法性坊
ワキツレ 従僧
ワキツレ 従僧
アイ 能力

笛
小鼓
大鼓
太鼓

後見

地謡

浦田　保親
大槻　裕一
武富　康之
福王茂十郎
喜多　雅人
中村　宜成
善竹　忠亮

赤井　啓三
成田　達志
河村　　大
前川　光長

大槻　文藏
浦田　保浩
赤松　禎友

上田　拓司
上野　雄三
山本　博通
寺澤　幸祐
深野　貴彦
齊藤　信輔
山田　　薫
上野　雄介

「演出の変遷」
小田　幸子　×　大槻　文藏

対 談 「夢幻能の発想」
三浦　裕子　×　大槻　文藏

対 談

融 酌之舞
能 菅丞相復曲能

前シテ 尉
後シテ 融大臣
ワキ 旅僧
アイ 所ノ者

笛
小鼓
大鼓
太鼓

後見

地謡

上田　拓司

福王　知登
善竹彌五郎

左鴻　泰弘
荒木　建作
白坂　信行
上田　慎也

大槻　文藏
赤松　禎友

上田　貴弘
齊藤　信隆
上野　雄三
浦田　保親
山本　正人
武富　康之
大槻　裕一
山田　　薫

（終演予定時刻16時30分頃）

（終演予定時刻16時20分頃）

第713回 10月28日（土）
13：30開場　14：00開演

第712回 9月23日（土）
13：30開場　14：00開演

令和五年度 大槻能楽堂 自主公演能　能の魅力を探るシリーズ

大槻文藏と読み解く 能の世界

能《融 酌之舞》
　都六条の河原院は、昔、栄華を誇った源融（み
なもとのとおる）左大臣が贅を尽くした邸宅の跡
だが、陸奥の塩竃（しおがま）の風景を移し、難波
潟から海水を運ばせて塩を焼かせたという広大な
庭園も、今は見る影もなく荒廃していた。中秋の
夜、月の出とともに融大臣の亡霊が現れる。――
　嵯峨天皇の皇子として生まれ、兄弟とともに臣
籍に下った源融は、光源氏のモデルの一人とし
て知られる。月の出とともに現れ、遍満する十五
夜の月の光の中に遊び、月の入とともに去ってゆ
く能《融》の究極のダンディズム。美しい風姿の
上田拓司ならではの舞台に期待したい。

復曲能《菅丞相》
　菅丞相（かんしょうじょう／菅原道真）の怨霊に
よって帝が病床に臥し、比叡山延暦寺座主・法
性坊の僧正に勅命が下って調伏の法を修すると
ころに菅丞相が現れる。しかし、その姿は髪も眉も
真っ白に変わっていた。――
　菅公千百年祭（2002年）に際し、天野文雄の
能本監修、大槻文蔵の節仕型附により復曲。大
槻能楽堂での試演を経て大阪天満宮にて初
演。以来、再演を重ね、村上湛による新演出もな
されてきた。小説や漫画、映画にも描かれた菅丞
相の悲憤慷慨、葛藤する心情を能はどのように
表現するのか。浦田保親の個性と力量が発揮さ
れるだろう。

〔石淵文恵〕


